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「香取市人口ビジョン」
（平成27年度策定）

「香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
（平成27年度策定）

「第２期香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
「香取市人口ビジョン（令和２年改訂版）」
（令和２年３月策定）

「香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「香取市人口ビジョン」



第２期香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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平成２６年に急速に進む少子高齢化と、それがもたらす人口減少に歯止めをかけ、将来にわ
たって活力ある日本を維持するため、まち・ひと・しごと創生法が制定されました。

同年１２月に２０６０年（令和４２年）に１億人程度の人口維持を目指した人口ビジョンとその取
組をまとめた総合戦略が策定され、地方公共団体も地方版総合戦略の策定が努力義務とさ
れました。

本市においても、平成２７年１２月に「香取市人口ビジョン」および「香取市まち・ひと・しごと創
生総合戦略」を策定し、令和元年度までの５年間を計画期間として、少子化や人口減少対策
に取り組んでいます。

平成３０年３月の国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、本市の人口は、２０４５年
（令和２７年）に４３，０００人程度に減少し、さらに２０６０年（令和４２年）には、３０，０００人程
度になると推計されています。

少子化や人口減少への取組は、一時的な取組で成果を求めることが難しい息の長い施策で
す。これまでの本市総合戦略で根付いた意識や取組を令和２年度以降も継続し、「継続を力
にする」という姿勢で現行の枠組みを維持し、第２期香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略を
策定します。

第２期総合戦略策定の趣旨



香取市人口ビジョン（令和２年改訂版）
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２０４５年（令和２７年）に、人口 ５３，０００人 程度の維持 を目指します。

人口減少への対応は待ったなしの課題
• 今後も一貫して人口減少が続く見込み
• 令和２２年に人口構造が変わり生産年齢人口より老年人口が多くなる
• 生産年齢人口が減少し人口減少が加速化
• 老年人口も令和２年以降は減少段階
• 若い世代、子育て世代の転出抑制、転入増加が必要
• 合計特殊出生率も国、県平均を大きく下回る１．１７
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第２期総合戦略の対象期間は、令和２年度から令和４年度までの３年間。

第２期総合戦略の位置づけ

平成30年に策定した香取市総合計画前期基本計画においても重点事業として位置づけられています。
市の将来都市像である「豊かな暮らしを育む 歴史文化・自然の郷 香取 ～人が輝き 人が集うまち～」を実現するため、地
域経済の低迷、少子高齢化の進行など、本市を取り巻く厳しい環境の中において、「住みたい」「住み続けたい」と思える魅力
あるまちづくりに向けた施策を積極的に推進していくことにより、人口ビジョンにおいて定める目標人口に向けて、人口減少に
歯止めをかけることを目的とし、具体的な施策をまとめたものです。

対象期間

 

 

 

３年間

基本目標

（１）地域における安定した雇用の創出
（２）定住と香取市への交流・移住の促進
（３）出産・子育て環境の整備

～若い世代の希望をかなえる環境の整備～
（４）時代にあった地域の創造

～安心な暮らしを守るとともに、
地域と地域の連携を促進～

• 香取市へのひと・資金の流れを強化
将来的な地方移住にもつながる関係人口の創出企業や個人による
寄附等を用いた資金の流れを創出

• 新しい時代の流れを力にする
Society5.0の実現に向けた新たな技術の活用
SDGsを原動力とした地方創生

• 人材を育て活かす
人材の掘り起こしや活躍を支援

• 民間と協働する
NPOなどの地域づくりを担う組織や企業との連携

• 誰もが活躍できる地域社会をつくる
女性、高齢者、障害者、外国人等の誰もが居場所と役割を持ち、活躍
をできる社会の実現

• 地域経営の視点で取り組む
限られた財源の中での「選択」と「集中」による効果的な事業の推進
ストック活用・マネジメント推進へ

• 地域連携による魅力的な地域圏の形成
地域資源を活用した地域連携による地域活性化や生活機能等の強化

新たな視点等の取り入れ

「継続を力にする」姿勢
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第２期香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証（推進会議）

 施策の基本目標については、人口ビジョンを踏まえ、実現すべき成果（アウトカム）を重視し
た数値目標を設定。

 講ずべき施策の基本的方向と具体的な施策を盛り込み、具体的な施策ごとに客観的な重要
業績評価指標（KPI）を設定。

 設定した数値目標等を基に、実施した施策・事業の効果を外部有識者等の参画により検
証し、必要に応じて総合戦略の改訂を行うことにより、PDCAサイクルを確立する。また、基

本目標を達成するために、取り組む施策の基本的方向と主な取組及びその重要業績評価
指標（KPI）を設定。

・施策目標設定と施策検証の枠組み

※PDCAサイクル
総合戦略における施策及び数値目標等
（Plan)を、
計画期間の年度ごとに、市が実行した施策
（Do)について、KPIを用いて推進会議におい
て検証・評価し（Check) 、
提言等により見直し、改善を図る（Action)。
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・推進会議の役割

推進会議の協議結果は、総合戦略に関係する庁内各課で活用し、総合戦略を見直す参考となります。

推進会議 庁内各課へ結果を周知、
予算編成など

第２期総合戦略

事務局

見直し

第２期香取市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証（推進会議）

第２次香取市
総合計画

連携

意見の反映評価・提言

総合戦略の推進にあたって
香取市まち・ひと・しごと創生推進会議により、施策・事業の定期的な検証作業の実施および戦略の見直し提
言等を受ける。



４．協議事項 （１）施策の実施状況および数値目標・ＫＰＩの達成状況について

〇施策の実施状況について ・・・・資料2

【令和元年度評価】欄について
Ａ：取組を実施した（実施済・実施中）
Ｂ：取組を一部実施した（一部実施済・実施中）
Ｃ：方針、具体策を検討中
Ｄ：未着手または見直しが必要

◎表の見方（左から基本目標⇒施策⇒主な取り組み⇒令和元年度の実施内容⇒令和元年度評価
⇒平成27年度から令和元年度までの取り組み内容⇒最終評価の順）
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【最終評価】欄について
●施策に対しての事業効果について
Ａ：大きな効果があった
Ｂ：効果があった
Ｃ：あまり効果はなかった
Ｄ：効果はなかった



４．協議事項 （１）施策の実施状況および数値目標・ＫＰＩの達成状況について

〇数値目標・KPI（重要業績評価指標）の達成状況について・・・・資料３

（令和元年度のKPI達成度）
Ａ：達成済 Ｂ：順調 Ｃ：事業の積極的な推進が必要 Ｄ：見直しを検討 Ｅ：その他
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（令和元年度末における数値目標およびKPI達成状況）
達成済・・・・・令和元年度末に達成
未達成・・・・・令和元年度末に未達成
※（）での判定は、令和元年度以前の経済指標や調査結果により判定しているものです。


